
当日は、「ロジカルシンキング」とは何かについて、お話を聞くことがで
きました。活動することの意義や話し合いの大切さ、そして自己開示と
他者理解の重要性についてのお話でした。ブレイン・ストーミングという
ゲームや新聞切り抜きゲームを通して、これまでの活動をスポーツ活動
に置き換えていく取り組みでした。楽しく活動することができました。 
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５年生はラダーやフラフープを使い、リズムや定位、反応のトレ
ーニング、６年生は６月に行ったプログラムを応用してトレーニ
ングを行いました。講師の先生の指示以外に自分なりに考え
てチャレンジしてみたり、１つ１つの動きを自分で上手く修正し
たりしながら楽しく取り組むことができました。 

SAQ トレーニングは、これまでのプログラムの内容を実技で振り返りなが
ら、スタート動作のトレーニングを重点的に行いました。一人ひとり丁寧に
指導していただき、それぞれ自分の動きの癖や出来ていない事に目を向
け、改善できるよう真剣に活動することができました。 

今回は「分化・反応・定位・リズム・バランス能力」をテーマに、「投げ
る」・「捕る」・「走る」という基礎運動スキルを使ったトレーニングが中
心に行われました。それぞれのトレーニングで、少しずつ負荷をかけな
がら、自分たちで課題に気付き、試行錯誤しながら取り組んでいまし
た。 

今回は、自転車競技・ソフトボール競技・ボート競技の指導者が専門実技テストを行い、運動能
力の特性に関する評価を行っていただきました。トライアウトにおける競技団体からの評価を参
考に、今後取り組む競技について適性を知ることができ、楽しみです。 


